
包括的成長へのアプローチ
特集

一
．
は
じ
め
に

　

二
〇
一
一
年
一
月
二
一
日
、
最
大
与

党
国
民
会
議
派
の
党
首
ソ
ニ
ア
・
ガ
ー

ン
デ
ィ
ー
を
座
長
と
す
る
国
家
諮
問
委

員
会
（N

ational Advisory Council: 
N
AC

）
が
、「
国
家
食
料
安
全
保
障
法

案
に
つ
い
て
」（N

ote on the D
raft 

N
ational Food Security Bill

）
と
題

す
る
提
言
書
を
公
表
し
た
。日
本
で
は
、

食
料
安
全
保
障
と
い
う
と
国
全
体
と
し

て
の
食
料
確
保
を
指
す
が
、
イ
ン
ド
の

食
料
安
全
保
障
法
案
が
対
象
と
す
る
の

は
、
各
個
人
に
よ
る
食
料
の
入
手
と
消

費
で
あ
る
。
法
案
の
目
標
は
、
一
九
四

八
年
に
採
択
さ
れ
た
世
界
人
権
宣
言
の

第
二
五
条
に
記
さ
れ
て
い
る
「
十
分
な

生
活
水
準
を
保
持
す
る
権
利
」
を
、
食

料
面
に
お
い
て
保
障
す
る
こ
と
で
あ

る
。

　

Ｎ
Ａ
Ｃ
の
具
体
的
な
提
言
は
、
全
国

民
の
七
五
％（
農
村
部
人
口
の
九
〇
％
、

都
市
部
人
口
の
五
〇
％
）
を
対
象
に
、

市
場
価
格
を
大
幅
に
下
回
る
値
段
で
コ

メ
、
小
麦
、
お
よ
び
雑
穀
を
供
給
す
る

大
規
模
な
食
料
配
給
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設

置
だ
。低
所
得
層
に
属
す
る
国
民
に
は
、

一
人
一
カ
月
当
た
り
七
キ
ロ
の
穀
物
が

割
り
当
て
ら
れ
る
。
一
キ
ロ
当
た
り
の

価
格
は
、コ
メ
で
三
ル
ピ
ー（
約
六
円
）、

小
麦
は
二
ル
ピ
ー
、
雑
穀
に
い
た
っ
て

は
一
ル
ピ
ー
と
い
う
超
低
水
準
で
あ

る
。
低
所
得
者
以
外
に
も
、
一
人
一
カ

月
当
た
り
四
キ
ロ
の
穀
物
を
、
政
府
の

調
達
価
格
（
コ
メ
の
場
合
、
二
〇
一
一

年
三
月
現
在
で
籾
米
一
キ
ロ
当
た
り
一

〇
ル
ピ
ー
）
の
半
値
以
下
で
配
給
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
に
は
、
公
的
分
配
シ
ス
テ
ム

（Public D
istribution System

: PD
S

）

と
呼
ば
れ
る
食
料
配
給
制
度
が
既
に
存

在
す
る
。
全
米
麦
生
産
量
の
約
二
七
％

（
籾
米
の
約
三
〇
％
、
小
麦
の
約
二

三
％
）
を
政
府
機
関
が
調
達
し
、
消
費

者
に
配
給
す
る
巨
大
な
仕
組
み
で
あ

る
。
Ｎ
Ａ
Ｃ
の
提
言
は
、
同
制
度
の
活

用
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
注
目
す
べ

き
は
そ
の
規
模
の
大
き
さ
だ
ろ
う
。
仮

に
農
村
人
口
の
九
〇
％
（
う
ち
低
所
得

者
の
割
合
は
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
の
想
定
ど
お
り

四
六
％
と
す
る
）
お
よ
び
都
市
人
口
の

五
〇
％
（
う
ち
二
八
％
が
低
所
得
者
）

に
穀
物
が
配
給
さ
れ
、
人
口
と
穀
物
生

産
量
（
コ
メ
、
小
麦
お
よ
び
雑
穀
）
の

双
方
を
二
〇
〇
九
／
一
〇
年
度
水
準
に

設
定
し
た
場
合
、
七
三
六
二
万
ト
ン
の

穀
物
が
必
要
と
な
る
。
後
述
す
る
よ
う

に
、
政
府
が
Ｐ
Ｄ
Ｓ
向
け
に
配
給
す
る

穀
物
の
う
ち
、
実
際
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の

消
費
者
に
届
く
の
は
四
五
％
か
ら
六

〇
％
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
七
三
六
二
万
ト
ン
を
直
接
消
費
者

に
届
け
る
に
は
、
一
億
二
〇
〇
〇
万
ト

ン
か
ら
一
億
六
〇
〇
〇
万
ト
ン
の
穀
物

（
全
生
産
量
の
約
六
〇
〜
八
〇
％
）
を

政
府
が
配
給
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
公
的
分
配
に
回
さ
れ
る
穀
物
量

が
、
現
状
の
お
よ
そ
二
倍
か
ら
三
倍
分

に
膨
ら
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

イ
ン
ド
の
政
権
中
枢
と
も
い
え
る
Ｎ

Ａ
Ｃ
が
、
食
料
配
給
制
度
を
こ
れ
ほ
ど

増
強
し
よ
う
と
す
る
動
機
は
何
か
。
国

家
食
料
安
全
保
障
法
は
、
単
な
る
ポ

ピ
ュ
リ
ス
ト
的
政
策
と
位
置
づ
け
る
べ

き
な
の
か
。
あ
る
い
は
、
イ
ン
ド
国
民

の
食
料
消
費
不
足
と
い
う
緊
急
課
題
の

解
消
策
と
考
え
る
べ
き
か
。
ま
た
、
食

料
消
費
の
向
上
を
追
求
す
る
手
段
と
し

て
、
公
的
分
配
シ
ス
テ
ム
は
ど
の
程
度

効
率
的
な
の
か
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら

の
課
題
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
イ

ン
ド
の
食
料
政
策
の
現
状
を
把
握
し
、

今
後
を
展
望
す
る
。

二
．
伸
び
な
い
食
料
消
費

　

国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
の

統
計
に
よ
る
と
、
今
日
の
イ
ン
ド
国
民

は
一
人
当
た
り
一
日
二
二
〇
〇
〜
二
三

〇
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
分
の
食
料
を
消
費

し
て
い
る
。
図
1
は
、
カ
ロ
リ
ー
消
費

の
推
移
を
国
別
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
だ

が
、
イ
ン
ド
で
は
一
九
九
〇
年
代
半
ば

以
降
増
え
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

ア
ジ
ア
の
そ
の
他
の
開
発
途
上
国
で

は
、
カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
が
上
昇
を
続
け

て
お
り
、
イ
ン
ド
に
見
ら
れ
る
頭
打
ち

現
象
は
奇
異
に
映
る
。
同
じ
く
南
ア
ジ

ア
に
位
置
し
、
貧
困
問
題
を
抱
え
る
バ

久
保
研
介

迷
走
す
る
食
糧
政
策

　
　
―
国
家
食
糧
安
全
保
障
法
案
を
め
ぐ
る
考
察
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ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
も
、
一
人
当
た
り
カ

ロ
リ
ー
摂
取
量
は
増
加
を
続
け
て
お

り
、
近
く
イ
ン
ド
を
超
え
る
と
予
想
さ

れ
る
。

　

主
要
な
カ
ロ
リ
ー
源
で
あ
る
穀
物
の

一
人
当
た
り
消
費
量
は
、
経
済
発
展
の

初
期
段
階
で
は
所
得
と
と
も
に
増
加
す

る
が
、
所
得
向
上
に
よ
る
食
生
活
の
多

様
化
が
進
む
と
、
減
少
に
転
じ
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
の
主
要
穀

物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
コ
メ
に
つ
い
て
見

る
と
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
一
人

当
た
り
消
費
量
が
減
少
し
て
き
て
い

る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
国
全
体
と
し

て
の
コ
メ
消
費
量
の
成
長
率
が
、
人
口

成
長
率
を
下
回
っ
て
き
た
と
い
う
経
緯

が
あ
る
（
図
2
）。
し
か
し
こ

の
事
実
を
、
食
生
活
の
多
様
化

の
結
果
と
し
て
片
づ
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
所
得

階
層
別
で
見
た
場
合
、
低
所
得

者
の
間
で
は
、
所
得
と
と
も
に

コ
メ
の
消
費
量
が
増
え
る
傾
向

が
あ
る
か
ら
だ
（
表
1
）。
つ

ま
り
イ
ン
ド
で
は
、
所
得
と
穀

物
消
費
の
間
に
負
の
関
係
が
存

在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
メ
の
一

人
当
た
り
消
費
量
が
減
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
貧
困
層
に

属
す
る
人
々
の
生
活
水
準
が
十

分
に
改
善
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
示
唆
す
る
（D

eaton and 
D
reze [2009]

）。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
鑑
み
る

と
、
イ
ン
ド
政
府
が
貧
困
層
の

食
料
消
費
を
高
め
る
よ
う
な
政

策
を
今
日
検
討
し
て
い
る
の
は

当
然
と
も
い
え
る
。
し
か
し
こ

こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
食
料
消
費
向

上
を
目
的
と
し
た
穀
物
市
場
へ
の
大
規

模
な
政
府
介
入
が
既
に
行
わ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貧
困
層
の
消
費
が

伸
び
て
い
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

三
．
食
料
政
策
の
現
状

　

イ
ン
ド
政
府
に
よ
る
穀
物
市
場
へ
の

介
入
に
は
、
調
達
と
配
給
と
い
う
二
つ

の
側
面
が
あ
る
。
主
要
穀
物
で
あ
る
米

麦
の
調
達
量
の
大
部
分
は
、
最
低
支
持

価
格
と
呼
ば
れ
る
公
定
価
格
で
農
家
や

流
通
業
者
か
ら
買
い
取
ら
れ
る
。
穀
物

を
最
低
支
持
価
格
よ
り
も
高
い
市
場
価

格
で
売
れ
る
場
合
は
、
農
家
は
政
府
調

達
に
応
じ
る
必
要
が
な
い
。そ
の
た
め
、

政
府
は
最
低
支
持
価
格
を
市
場
価
格
に

あ
る
程
度
連
動
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
政
府
が
米

麦
の
三
割
近
く
を
調
達
し
て
い
る
と
い

バングラデシュ
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図1　一人あたりカロリー摂取量の国際比較

（出所）FAO Food Balance Sheet (http://faostat.fao.org/site/368/default.aspx).
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図2　消費量成長率の分解

（出所）United States Department of Agriculture (USDA), Foreign Agricultural Service. Production, 
Supply and Distribution Online (http://www.fas.usda.gov/psdonline/psdhome.aspx).

表1　所得階層別にみた一人当たりコメ消費量（2004-05年度）

所得
五分位

農村部 都市部

一人当たり消費支出
（ルピー/月）

コメ消費量
（kg/月）

一人当たり消費支出
（ルピー/月）

コメ消費量
（kg/月）

1 0-320 6.21 0-480 4.80

2 320-410 6.39 485-675 5.12

3 410-510 6.60 675-930 4.93

4 510-690 6.86 930-1380 4.89

5 690- 6.69 1380- 4.53

（出所）National Sample Survey Organization. Level and Pattern of Consumer Expenditure, 2004-05.
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う
こ
と
は
、
政
府
行
動
が
価
格
形
成
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
意
味
す
る
。
穀
物
市
場
で
需
給
が

逼
迫
し
て
い
る
と
き
で
も
、
政
府
は
配

給
分
を
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
、
政
府
の
市
場
介
入
は
穀
物

価
格
を
安
定
化
さ
せ
る
機
能
を
持
っ
て

お
ら
ず
、
む
し
ろ
価
格
の
不
安
定
化
に

荷
担
し
て
し
ま
っ
て
い
る
（
久
保
﹇
二

〇
〇
九
﹈）。

　

政
府
に
調
達
さ
れ
た
穀
物
は
、
Ｐ
Ｄ

Ｓ
の
下
で
各
地
域
に
分
配
さ
れ
た
後
、

公
正
価
格
店
と
呼
ば
れ
る
配

給
拠
点
で
消
費
者
向
け
に
販

売
さ
れ
る
。
一
九
九
〇
年
代

半
ば
ま
で
は
、
全
国
民
が
同

じ
配
給
価
格
で
、
公
正
価
格

店
か
ら
穀
物
を
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
一

九
九
七
年
一
二
月
以
降
は
貧

困
世
帯
向
け
の
価
格
と
そ
れ

以
外
の
消
費
者
向
け
の
価
格

が
そ
れ
ぞ
れ
設
定
さ
れ
、
貧

困
ス
テ
ー
タ
ス
を
証
明
す
る

カ
ー
ド
を
提
示
し
た
消
費
者

だ
け
が
、
貧
困
世
帯
向
け
価

格
（
あ
る
い
は
最
貧
困
層
向

け
価
格
）
で
穀
物
を
購
入
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
図
3

が
示
す
よ
う
に
、（
最
）
貧

困
世
帯
向
け
価
格
は
、
市
価

と
比
べ
て
極
め
て
低
く
設
定

さ
れ
て
い
る
。
貧
困
者
と
し

て
認
定
さ
れ
た
世
帯
は
、
一

定
量
（
一
世
帯
当
た
り
一
カ

月
三
五
キ
ロ
ま
で
）
の
穀
物

を
こ
れ
ら
の
価
格
で
購
入
で

き
る
の
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
貧
困
削
減
に
あ

る
程
度
貢
献
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
価
格
差
の

存
在
は
、
汚
職
の
源
泉
と
も
な
っ
て
い

る
。
公
正
価
格
店
を
含
む
各
流
通
段
階

で
配
給
穀
物
の
横
流
し
が
横
行
し
て
お

り
、
最
近
の
研
究
で
は
全
分
配
量
の
四

〇
％
か
ら
五
五
％
が
、
流
通
過
程
で
漏

洩
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る（Jha 

and Ram
asw

am
i [2010]

）。

四
．
食
料
安
全
保
障
法
の
重
荷

　

こ
こ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
低
所
得

層
を
中
心
と
し
た
国
民
の
食
料
消
費
を

高
め
る
手
段
と
し
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
極
め

て
非
効
率
的
で
あ
る
。
巨
大
な
配
給
制

度
が
運
営
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
貧
困
層
の
食
料
消
費
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
最
大
の
原
因
は
、
こ
の
非
効
率

性
だ
と
い
え
よ
う
。
本
来
で
あ
れ
ば
、

イ
ン
ド
政
府
は
現
行
制
度
の
効
率
化
に

向
け
た
地
道
な
努
力
を
優
先
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
食
料
安

全
保
障
法
案
は
既
存
制
度
の
活
用
を
前

提
と
し
て
お
り
、
配
給
量
を
増
や
す
と

い
う
、
有
権
者
に
と
っ
て
分
か
り
易
い

目
標
だ
け
が
強
調
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
こ
こ
に
は
、
政
権
与
党
の
ポ
ピ
ュ

リ
ス
ト
的
な
意
図
が
見
え
隠
れ
す
る
。

　

食
料
安
全
保
障
法
案
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の

機
能
改
善
に
向
け
た
手
段
が
全
く
含
ま

れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え

ば
、
配
給
穀
物
が
末
端
の
公
正
価
格
店

や
消
費
者
に
届
い
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
よ
う
な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

も
、
政
策
の
一
環
と
し
て
記
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
既
に

南
イ
ン
ド
の
タ
ミ
ル
ナ
ー
ド
ゥ
州
な
ど

で
実
践
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
全
国
的

に
拡
げ
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
の
効
率

性
向
上
は
実
現
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
穀
物
の
配
給
量
を
現
行
水
準
に
据

え
置
い
た
ま
ま
で
な
け
れ
ば
、
シ
ス
テ

ム
の
改
善
は
実
務
的
に
も
困
難
だ
と
思

わ
れ
る
。

五
．
お
わ
り
に

　

Ｎ
Ａ
Ｃ
の
提
言
に
対
し
、
財
務
省
を

中
心
と
し
た
イ
ン
ド
政
府
の
経
済
官
僚

か
ら
は
慎
重
な
意
見
が
聞
か
れ
る
。
た

と
え
ば
首
相
の
経
済
諮
問
会
議
の
座
長

で
あ
る
Ｃ
・
ラ
ン
ガ
ラ
ー
ジ
ャ
ン
は
、

財
政
負
担
を
抑
制
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
穀
物
配
給
の
対
象
者
は
貧
困
層
に

限
定
す
べ
き
だ
と
い
う
声
明
を
発
表
し

て
い
る（Business Standard [2011]

）。

ま
た
、
計
画
委
員
会
の
五
カ
年
計
画
や

財
務
省
の
経
済
白
書
（Econom

ic 
Survey

）
な
ど
に
お
い
て
も
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ

の
効
率
化
が
優
先
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。

　

経
済
官
僚
の
慎
重
姿
勢
を
鑑
み
る
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自由市場小売価格（デリー）
全世帯共通配給価格
非貧困世帯向け配給価格
貧困世帯向け配給価格
最貧困世帯向け配給価格

図3　コメの配給価格および自由市場小売価格

（出所）Department of Food and Public Distribution. Annual Report, various issues; Department of Consumer Affairs, 
Price Monitoring Cell.
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と
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
の
提
言
が
そ
の
ま
ま
採
用

さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
。
た
だ
し
、
貧

困
層
の
食
料
摂
取
不
足
と
い
う
課
題
に

焦
点
を
当
て
た
と
い
う
意
味
で
、
食
料

安
全
保
障
法
案
の
意
義
は
大
き
い
。
こ

の
問
題
の
解
消
の
可
否
は
、
配
給
制
度

の
効
率
化
に
向
け
た
地
味
な
努
力
を
、

イ
ン
ド
政
府
の
中
枢
が
ど
の
程
度
支
持

す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

（
く
ぼ　

け
ん
す
け
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

在
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
海
外
研
究

員
）
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本書は、タイ、ベトナム、インドのコメ産業構造・生産流通制度とその背後にある
政治経済構造を検討することで「食料危機」に際してアジアのコメ輸出国がとった行動の
論理とそれを規定した条件を明らかにしようとするものである。
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